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平成 25 年 11月１日

会例定会議月９
平成25年度第３回議会臨時会が、７月25日開催され、市長提出議案

５件が審議され、いずれも原案のとおり可決されました。

また、平成25年度第４回議会定例会が、９月２日から20日までの19

日間の日程で開かれ、平成25年度補正予算を初め、市長提出議案31件、

陳情１件が審議され、継続審査２件を除き、原案のとおり可決されま

した。

９月議会定例会は８月23日からの大雨による災害の直後であったた

め、市執行部においては、災害対応に傾注してもらうため、一般質問

は災害について質問する２人の議員に絞りました。また、今議会に上

程された24年度決算審査は、災害後の混乱で現地調査が困難なことか

ら継続審査とし、審査の時期を遅らせ災害現場が多少でも落ち着きを

見せたところで審査することになりました。
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日
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日

９
日

11
日

20
日

平成25年

９月（第４回）定例会日程

市執行部の出席は最小限で開催した９月定例会
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豪雨災害お見舞い
江津市議会議長　　　　　

河　野　正　行

この度の豪雨災害で、被害を受けられました皆様に

心よりお見舞い申し上げます。

去る８月23日夜半から降り続いた大雨は、25日に

かけて総降水量499.5ミリ、24日未明には１時間の最大降水量87ミリを記録

いたしました。こうしたきわめて切迫した状況の中で、24日午前３時18分、

市内全域に避難勧告が発令されました。これを受け、各地区消防団や自治

会長さんを初め関係者の皆様方が、各地域の住民に対して適切な情報を伝

達され、住民の方々が迅速かつ冷静に避難行動をとられたことが、人的な

被害がなかったことにつながったと思います。危機的な厳しい状況の中で

避難活動をしていただきました皆様に心より感謝申し上げます。

また、こうした状況下にあって、国土交通省（緊急災害対策派遣隊ＴＥ

Ｃ-ＦＯＲＣＥ）、島根県、江津警察署、消防本部、江津市消防団、中国電

力等からの派遣、日本水道協会島根支部を通じての給水活動、谷住郷にお

ける排水ポンプ車の出動、島根県からの救援物資の提供、被害地域住民の

救援活動と被害状況確認のための防災ヘリコプターの出動、江津市建設業

協会、江津市管工業組合、江津市衛生組合等など、支援活動にご協力をた

まわりました関係機関に対しましても心より感謝申し上げます。

今後、江津市議会といたしましても江津市の早期の復旧・復興をめざし、

田中市長と一体となって、全力を傾けて参りますので、市民の皆様のご理

解とご協力をお願い申し上げ、豪雨災害のお見舞いとさせていただきます。

議会の動き・審議結果 ２
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～平成２５年度９月補正予算（第６号）の主要事業～

事業名 予　算　額 事　業　の　概　要

地域介護・福祉空間

整備等・推進事業
5,010万5,000円

平成 25 年度中に施設整備を行う事業者に補助、また既設の地域密着型サービ

ス事業所が行うスプリンクラー等の設置に対して、助成を行うもの。

保 育 士 等 処 遇 改

善 臨 時 特 例 事 業
902万2,000円

保育士の人材確保対策の一環として、保育士の賃金改善に取り組む私立保育所

へ資金の交付をおこなうことにより、保育士確保を進めるもの。

地 域 医 療 支

援 対 策 事 業
3,269万2,000円

済生会江津総合病院の医師・看護師不足を補足する取り組みに対して、財政支

援をすることにより、地域医療の維持、確保を図るもの。

・周産期医療確保対策事業　・救急勤務医支援事業　・看護師等確保対策事業（派

遣看護師の配置、看護助手の増員配置、病棟クラークの配置）

予 防 接 種 事 業 250万円
妊婦の感染予防を強化し、赤ちゃんを守るための緊急対策として、風疹抗体検

査費用及び予防接種費用の助成を行うもの。

森林整備加速化・

林 業 再 生 事 業
2,850万円

間伐や森林病害虫防除 ,路網整備等を実施するもの。

①里山再生対策事業

②林内路網整備事業

企業立地推進事業 300万円

企業立地推進事業のため、工業団地内の環境整備を行う。江津工業団地にバイ

オマス発電所が立地されることに伴い、誘致に関する環境整備として、平成

25・26 年度において、進入路を島根県企業局と江津市がそれぞれ整備するもの。

今年度は測量設計、来年度に用地取得と道路整備を実施。

≪承認≫一般会計補正予算（５号）

2億 5,190 万 4,000 円増額
内容
平成 25 年７月 30 日からの大雨による災害復旧事業に伴う補
正を行うもの。

補正後の予算総額
　　　　150 億 2,306 万 1,000 円
（参考）昨年度同月予算総額
　　　　　　　144 億 7,590 万 9,000 円

≪原案可決≫一般会計補正予算（６号）

3億 8,576 万 8,000 円増額 内容
国の経済対策による「地域の元気臨時交付金」の交付額が確定
したことから、これを活用した事業の追加を行ったほか、済生
会江津総合病院への支援など、緊急を要し、早急な予算措置が
必要な経費について補正を行うもの。

補正後の予算総額
　　　　154 億 882 万 9,000 円
（参考）昨年度同月予算総額
　　　　　　　142 億 6,088 万 9,000 円

≪原案可決≫一般会計補正予算（７号）

23 億 9,007 万 6,000 円増額
内容
平成 25年８月 23 日・24 日の大雨と、９月２日の大雨による
災害復旧事業に伴う補正を行うもの。

補正後の予算総額
　　　　177 億 9,890 万 5,000 円
（参考）昨年度同月予算総額
　　　　　　　142 億 6,088 万 9,000 円

３ 予算審査
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事業名 予　算　額 事　業　の　概　要

商 業 活 性 化

支 援 事 業
1,333万4,000円

地域経済の活性化と商業の振興に寄与することを目的とし、地域商業機能の維
持・向上につながる民間事業者の取り組みを支援するために補助金を交付する
もの。
①空き店舗活用事業（５件）
②商業環境施設事業（１件）
③中山間地域商業機能維持・向上事業（１件）

橋梁長寿命化事業 1,300万円

平成 22 年度に策定した江津市橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の補修を
実施するもの。
①水尻橋（都野津敬川中央線）補修設計
②１号橋（市山下市３号線）補修設計
③和木洋橋（江津敬川海岸線）高欄補修工事

通 学 路 整 備 事 業 5,060万円

平成 24 年度に実施した通学路点検により、安全対策が必要となった箇所につ
いて対策を実施し、通学児童の登下校中の事故防止を図るもの。
①浅利中央線道路拡張
②高角団地幹線側溝改修、小田 1 号線歩道設置、先折居住宅線側溝改修、宮山
団地幹線区画整備ほか

都市公園整備事業 1,000万円
昨年度のスコアボード整備に続き、機能上大きな支障のあるバックネット等を
改修することにより、野球場への大規模大会誘致を図るもの。

□問　　地域介護・福祉空間整備等・推進事業の施設整備補助について、各施設の入居料など利用者
の負担額がいくらなのか。

■答　極めて細かい数字のため、すぐには対応出来かねる。

□問　　周産期の医師が増員されるのか。

■答　常勤医と非常勤医の経費差額を補てんするもので、医師は増えない。

□問　　経営改善を目的としての補助だが、済生会自身の経営改善・改革は行われているのか。

■答　済生会でも改善に取り組んでいる。経営悪化の要因の一つとして看護師の流出があるが、院
内のワーキングチームで看護師の確保を検討している。

□問　　空き店舗活用はどこでやるのか。

■答　現在、空き店舗活用事業は江津駅前あけぼの通りの２店舗とグリーンモール内の１店舗が予
定されている。

□問　　中山間地域商業機能維持・向上事業について、移動販売に必要な車両や設備取得への補助を
するとのことだが、この移動販売には地区の制限がないため、既存の小売店の生活を脅かす
ことにならないか。

■答　現実として市内には日々の買い物に困っている地区があり、消費者サービスの観点からも移動販
売への補助は必要と考える。ただし、既存商店を圧迫しないように指導は行う。

□問　　スクールソーシャルワーカー活用事業が３７万円の減額になっている。県の委託事業が廃止
になった為との説明だが、必要であるなら何かほかの考えがあるのか。

■答　スクールカウンセラー事業等で対応する。

予 算 審 査 内 容

～平成２５年度９月補正予算（第６号）の主要事業～ ※前頁から続き

反対意見
質疑に対して明確な答弁がなく、移動販売の補助については過疎対策に責任を感じてないように

思える。またスクールソーシャルワーカー活用事業の減額については、必要だが県が減らしたので
減らしたという説明であり、とても賛成できない。

賛成意見
この予算審査にあたっては豪雨災害対応のため部長以上での対応であるが、この内容で理解でき

る。豪雨災害前に策定した補正予算案であり着実に進めていただきたい。

質
　
　
　
　
　

疑

意
　
　

見

予算審査 ４
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い
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い
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い
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も
原
案
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可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

条
例
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員
の
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与
に
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条
例
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を
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す
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条
例
制
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平
成
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年
４
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３

年
間
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財
政
健
全
化
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た

め
国
の
給
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表
に
合
わ
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た
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今
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勤
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給
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。

【
委
員
質
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】

□問
　
　

４
月
に
大
き
な
減
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た
の
に
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こ
の
時
期

に
上
げ
る
の
は
チ
グ
ハ
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で
は
な
い
か
。
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。
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３
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。
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取
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。
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受
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５
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目
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な
い
は

別
と
し
て
31
年
度
ま
で
の

目
標
と
し
て
取
り
組
む
。

□問
　
　

新
市
建
設
計
画
に
は

財
政
計
画
も
含
ま
れ
る
が

目
標
人
口
が
達
成
で
き
な

け
れ
ば
財
政
破
た
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あ

り
う
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誰
が
計
画
の
責

任
を
と
る
の
か
。

■答
　

目
標
人
口
は
計
画
当

初
の
も
の
で
今
回
は
混
乱

を
招
く
た
め
修
正
し
て
い

な
い
。
責
任
を
と
る
と
ら

な
い
で
は
な
く
、
目
標
達

成
を
目
指
す
。

【
反
対
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目
標
も
不
明
確
な
計
画

で
あ
り
、
誰
も
責
任
を
取

ら
な
い
よ
う
な
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画
で
あ

る
の
で
反
対
。

【
賛
成
討
論
】

全
体
に
納
得
で
き
る
説

明
で
あ
り
、
防
災
減
災
対

策
に
つ
い
て
も
柔
軟
に
対

応
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

の
で
賛
成
。

建
設
厚
生
委
員
会

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

陳
情
１
件
、
条
例
１
件
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
継
続
審
査
と
な
っ

た
。

条
例
議
案

◆
議
案
第
59
号
　

江
津
市

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

ご
み
排
出
量
の
増
加
傾

向
の
中
、
ご
み
処
理
施

設
の
維
持
・
延
命
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
廃
棄
物

の
適
正
な
処
理
に
資
す

る
た
め
、
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
の
改
定
を

行
う
も
の
。

【
審
査
経
過
】

来
年
度
４
月
か
ら
の

実
施
を
目
指
す
ゴ
ミ
袋

料
金
の
値
上
げ
に
関
す

る
条
例
改

正
案
に
つ

い
て
、
委

員
会
で
は

「
買
っ
た

ゴ
ミ
袋
が

（
猶
予
期

間
後
に
）

使
え
な
く

な
る
こ
と

は
、
市
民

の
理
解
を

得
る
の
が

難
し
い
」

「
値
上
げ

が
、
ゴ
ミ

減
量
の
啓
発
に
な
る
」
な

ど
議
員
の
賛
否
が
入
り
混

じ
り
、
多
数
決
で
継
続
審

査
と
な
っ
た
。

江津市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 新旧比較

県内８市のごみ袋とごみ券１枚あたりの単価

５ 常任委員会審査
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議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

多

田

伸

治

横

田

省

吾

藤

間

義

明

山

根

兼

三

郎

森

脇

悦

朗

島

田

修

二

茅

島
　
　

昇

石

橋

孝

義

盆

子

原

民

生

藤

田　

厚

土

井

正

人

田

中

直

文

山

本
　
　

誉

永

岡

静

馬

福

原

昭

平

河

野

正

行

報告第5号
専決処分報告について（7/1専決第7号損害賠
償の額の決定及び和解）

7月25日 報告 △

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

承認第5号
専決処分報告について（7/1専決第6号一般会
計補正予算（第３号））

〃 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

承認第6号
専決処分報告について（7/12専決第８号一般
会計補正予算（第４号））

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

承認第7号 専決処分報告について（7/16専決第9号功労
者の選定）

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

議案第57号 工事請負契約の締結について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

報告第6号
平成24年度島根県江津市公共下水道事業特別
会計継続費精算の報告について

9月 2日 報告

承認第8号 専決処分報告について（8/12専決第10号） 〃 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第4号 教育委員会委員の任命について 9月 20 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
制定について

〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 新市建設計画の変更について 〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 平成 25 年度島根県江津市一般会計補正予算（第６
号）を定めることについて

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 平成 25 年度島根県江津市国民健康保険事業特別
会計補正予算 (第２号 )を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号 平成 25 年度島根県江津市国民健康保険診療所事業
特別会計補正予算 (第１号 )を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 平成 25 年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算 (第１号 )を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号 平成25年度島根県江津市公共下水道事業特別会
計補正予算（第１号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号 平成25年度島根県江津市簡易水道事業特別会
計補正予算（第２号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号 平成25年度島根県江津市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第1号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第69号 平成25年度島根県江津市水道事業会計補正予
算（第２号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第70号 激甚災害に伴う農地及び農業用施設の小災害
復旧事業分担金徴収条例の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第71号 平成25年度島根県江津市一般会計補正予算（第７
号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第72号 平成25年度島根県江津市公共下水道事業特別会
計補正予算（第２号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号 平成25年度島根県江津市簡易水道事業特別会
計補正予算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第74号 平成25年度島根県江津市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第２号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号 平成25年度島根県江津市水道事業会計補正予
算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

６議決結果
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反対討論

多田　計画期間が平成 31 年度までとなっているが、
「目標人口は、平成 26年度に 27,500 人と設定」と意
味不明。しかも、「実現する・しないは別として、今
後も目標として取り組む」「責任を取る・取らないの
問題ではない」と無責任な答弁もあり、目標のない計
画は計画とは言えない。
本市の最重要課題は過疎対策であり、目標達成のため
の施策が必要。人口減が続けば、市の財政にも悪影響
が出る。他自治体で成果を上げる「住宅リフォーム助
成制度」「子どもの医療費無料化」など積極的な施策で、
責任を持って過疎を打開する計画に変更すべきであり
反対。

島田　このたびの変更は、東日本大震災の発生を受け
た法改正により、合併特例債の起債期限が５年間延長
となったことに伴い、新市建設計画の計画期間をこれ
までの平成 26 年度までを平成 31 年度までとする期
間の延長と、防災減災対策の推進に関する文言を追加
し、桜江の消防庁舎建設事業を計画中に記載等するも
ので、防災減災対策について、執行部より「今後も柔
軟に対応し必要なものは、しっかりと対応する」との
答弁があり、それを評価し賛成する。

議案第 60 号　新市建設計画の変更について

多田　グループホーム整備の補助金に関連して、利用
料をただすと「数字は出せない」と答弁。補正予算を
判断するに足る情報がない。このような答弁は議会軽
視。
移動販売車購入への補助金では、競合する中山間地域
の小売店に対し「商業努力をしなければならない」と
不十分な過疎対策への行政の責任を、小売店の自己責
任に転嫁。移動販売は必要な事業だが、導入がこのよ
うな考え方に立脚しているのは行政として無責任。
スクールソーシャルワーカー活用事業では、執行部も
必要としているのに「県が補助金を減額したので事業
費を減額」と答弁。不登校の児童・生徒へのケアを行
う大事な事業であり、必要な予算を市が補てんするの
が本来の補正予算。以上の３点を理由に反対。

藤間　地域の元気臨時交付金の活用や、済生会江津総
合病院への地域医療支援対策など、必要な補正。「商
業活性化支援事業」では、移動販売車の取得を補助し
中山間地域の利便性向上を図り、空き店舗活用事業で
商業活性化への布石となる。「地域医療等支援対策事
業」は、経営難となっている済生会江津総合病院の経
営基盤強化を図るため不可欠。財政状況は厳しいが、
地域の元気臨時交付金の活用や、地域医療対策・産業
支援に重点を置き、今後の市政推進に必要な予算であ
り賛成。

議案第 62 号　平成 25 年度島根県江津市一般会計補正予算（第６号）を定めることについて

賛成討論

反対討論 賛成討論

７ 本会議討論
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□問
　
　

災
害
発
生
後
の
被
災

者
に
対
す
る
支
援
や
外
部

支
援
の
状
況
は

■答
　

孤
立
地
区
の
解
消
か

ら
ゴ
ミ
対
策
、
防
疫
、
公

衆
衛
生
対
策
、
要
援
護
者

の
支
援
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

食
事
の
確
保
な
ど
を
対
応

し
た
。
社
協
に
よ
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
や
県
か
ら
救

援
物
資
の
提
供
、
他
市
か

ら
給
水
隊
の
派
遣
な
ど
対

応
を
し
て
も
ら
っ
た
。

□問
　
　

こ
れ
か
ら
本
格
化
す

る
被
災
施
設
の
復
旧
に
つ

い
て
、
財
源
の
支
援
を
含

め
て
今
後
の
対
応
は
。

■答
　

国
、
県
の
支
援
に
つ

い
て
、
特
に
人
員
、
専
門

職
員
や
測
量
コ
ン
サ
ル
社

員
の
派
遣
を
お
願
い
し
て

い
る
。
激
甚
災
害
指
定
も

閣
議
決
定
の
見
通
し
で
あ

り
補
助
率
に
上
乗
せ
が
あ

り
復
旧
に
弾
み
が
つ
く
。

ま
た
、
災
害
救
助
法
の
適

応
を
受
け
内
容
を
十
分
精

査
し
て
対
応
し
て
い
く
。

□問
　
　

被
災
者
が
普
通
の
生

活
に
戻
る
た
め
の
行
政
支

援
策
は
。

■答
　

本
庁
舎
、
桜
江
支
所

の
ほ
か
有
福
温
泉
・
跡
市

公
民
館
に
被
災
者
支
援
窓

口
を
設
置
し
た
。
崩
落
土

砂
等
撤
去
費
補
助
金
、
自

家
用
水
道
施
設
災
害
復
旧

工
事
費
補
助
金
交
付
要
綱

を
制
定
し
た
。
こ
の
ほ
か

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

保
育
料
の
減
免
に
つ
い
て

も
早
期
に
対
応
し
て
い
く
。

□問
　
　

河
川
改
修
が
な
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
水
害
と
な
っ

た
。
今
後
の
防
災
、
減
災

対
策
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

■答
　

今
回
の
異
常
と
も
い

え
る
気
象
状
況
を
想
定

し
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。
ま
た
、
防

災
行
政
用
無
線
や
防
災
メ

ー
ル
の
普
及
な
ど
ソ
フ
ト

面
と
合
わ
せ
ハ
ー
ド
面
の

対
策
も
国
、
県
と
連
携
協

議
を
お
願
い
し
、
地
域
の

安
心
・
安
全
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今後の防災減災対策は

市長／安心・安全のため取り組む

災
害
対
策

災害対策

被
災
者
の
負
担
減
免
を

市
長
／
受
益
者
負
担
ゼ
ロ
は
考
え
て
い
な
い

森脇悦朗

多田伸治

□問
　
　

内
閣
府
通
知
は
『
浸

水
に
よ
り
畳
が
浸
水
し
、

壁
の
全
面
が
膨
張
し
て
お

り
、
さ
ら
に
浴
槽
な
ど
の

水
回
り
の
衛
生
設
備
等
に

つ
い
て
も
機
能
を
損
失
し

て
い
る
場
合
等
に
は
、
一

般
的
に
「
大
規
模
半
壊
」

又
は
「
全
壊
」
に
該
当
す

る
』
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
沿
っ
た
被
害
認
定
を
。

■答
　

被
災
者
救
済
の
視
点

か
ら
、
内
閣
府
通
知
に
基

づ
い
て
調
査
し
て
い
る
。

□問
　
　

出
雲
市
は
平
成
18
年

の
災
害
で
、
農
地
の
小
規

模
復
旧
を
、
市
民
負
担
ゼ

ロ
に
し
た
。
同
様
の
減
免

を
。■答

　

出
雲
市
の
判

断
は
知
ら
な
い
。

負
担
を
ゼ
ロ
に
す

る
考
え
は
な
い
。

受
益
者
負
担
の
考

え
方
の
も
と
、
制

度
設
計
を
す
る
。

□問
　
　

被
災
し
た
事

業
所
へ
の
支
援
が

必
要
。
補
助
金
や

無
利
子
で
の
融

資
な
ど
制
度
創
設

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

を
。■答

　

既
存
の
制
度
が
あ
れ

ば
考
慮
す
る
。
利
子
に
つ

い
て
は
、
担
当
部
局
と
相

談
し
制
度
設
計
す
る
。

□問
　
　

適
切
な
被
災
者
支
援

が
な
い
と
、
人
口
流
出
に

つ
な
が
る
。
税
・
保
険
料
・

水
道
料
・
保
育
料
・
給
食

費
・
子
ど
も
の
医
療
費
な

ど
、
負
担
減
免
に
も
っ
と

踏
み
込
む
べ
き
。

■答
　

総
合
的
な
観
点
か
ら

施
策
を
講
じ
る
。
負
担
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

□問
　
　

総
合
的
に
と
言
う
な

ら
、
30
～
45
億
円
も
す
る

西
部
小
学
校
の
新
築
な
ど
、

施
策
を
考
え
直
す
べ
き
。

■答
　

災
害
復
旧
と
他
の
事

業
は
財
源
が
別
。
特
に
小

学
校
建
設
は
体
育
館
の
耐

震
化
の
た
め
進
め
る
。

□問
　
　

被
災
者
の
負
担
を
増

や
す
べ
き
で
は
な
い
。
ご

み
袋
・
ご
み
券
や
桜
江
町

で
の
水
道
料
金
の
値
上
げ

に
つ
い
て
再
考
を
。

■答
　

災
害
復
旧
と
そ
れ
以

外
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と

は
し
な
い
。

床がめくれ上がった川平公民館

８一般質問



平成 25 年 11月１日

総
務
文
教
委
員
会

行

政

視

察

報

告

７
月
29
日【

岐
阜
県
美
濃
市
】

◆
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

地
域
住
民
自
ら
が
取
り

組
む
地
域
づ
く
り
事
業
に

対
し
財
政
支
援
を
住
民

税
の
１
％
に
あ
た
る
２
，

１
０
０
万
円
を
予
算
化

し
、
中
学
校
区
内
に
３
つ

の「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」

を
設
置
し
て
実
践
し
て
い

る
。
主
な
事
業
は
、「
美

濃
和
紙
に
関
す
る
苗
を
植

え
育
て
よ
う
事
業
」「
よ

も
や
ま
見
聞
録
を
作
成
し

地
域
の
歴
史
を
調
べ
、
一

建
設
厚
生
委
員
会

８
月
５
日【

岩
手
県
花
巻
市
】

◆
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

花
巻
市
は
誘
致
す
る
企

業
の
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
、
い
ち
早
く

誘
致
戦
略
を
転
換
し
、
誘

致
企
業
に
た
よ
ら
ず
地
元

企
業
を
育
成
す
る
「
内
発

型
振
興
策
」を
展
開
し
た
。

従
来
の
工
業
団
地
を
中
心

と
す
る
大
規
模
製
造
業
の

誘
導
か
ら
、
※
イ
ン
キ
ュ

べ
ー
ト
施
設
と
し
て
、
レ

ン
タ
ル
工
場
の
整
備
を
行

い
、「
花
巻
市
起
業
化
支

援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
花
巻

市
賃
貸
工
場
」
を
運
営
。

様
々
な
助
成
、
支
援

を
積
極
的
に
進
め
る
中

で
、
市
が
整
備
し
た
14
の

工
業
団
地
に
お
い
て
７
つ

は
１
０
０
％
の
分
譲
率
で

64
の
企
業
が
立
地
し
て
い

る
。本

市
に
お
い
て
も
総
務

大
臣
表
彰
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

よ
る
起
業
支
援
や
ポ
リ
テ

ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の
施
設

等
の
有
効
活
用
策
な
ど
、

内
発
型
振
興
策
に
つ
い
て

の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
早
急

な
整
備
も
必
要
で
あ

る
。

８
月
６
日

【
青
森
県
六
ヶ
所
村
】

◆
国
際
核
融
合

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

研
究
セ
ン
タ
ー

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
、
日
本
と

欧
州
連
合
が
共
同
で

実
現
化
へ
の
道
と
し

て
、
持
続
的
な
核
融

合
発
電
の
実
証
に
向
け
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融

合
実
験
炉
）
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

実
用
化
ま
で
に
は
数
十

年
の
月
日
を
要
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も

関
連
の
研
究
施
設
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、
土
岐
市

の
核
融
合
科
学
研
究
所
と

の
関
係
を
維
持
し
な
が

ら
、
研
究
施
設
の
誘
致
に

つ
い
て
も
研
究
し
た
い
。

他
に
も
六
ヶ
所
村
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
に

お
い
て
「
六
ヶ
所
原
燃
Ｐ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
」「
㈱
ト
ヨ

タ
フ
ロ
ー
リ
テ
ッ
ク
」
を

見
学
し
た
。

※インキュベート

新しい産業への進出を目指す中

小企業に建物・設備を賃貸し、経

営指導などを行いながら地域の先

導的企業として育成していく。

冊
に
創
刊
」「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
景
観
整
備
事

業
」
な
ど
。

◆
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ

構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

普
段
の
生
活
の
中
に
自

転
車
や
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
、
超
小
型
Ｅ
Ｖ
な
ど

の
環
境
に
や
さ
し
い
移
動

手
段
を
取
り
入
れ

※
コ
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
目
指

す
と
と
も
に
健
康
増
進
を

図
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
観
光
の
振
興
を
推
進
す

る
も
の
。

７
月
31
日【

岐
阜
県
瑞
浪
市
】

◆
夢
づ
く
り

地
域
交
付
金
事
業

地
域
住
民
で
構
成
さ
れ

た
「
８
つ
の
地
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
に
対

し
「
夢
づ
く
り
交
付
金
」

で
、支
援
を
行
う
も
の
で
、

通
常
事
業
と
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
事
業
が
あ
る
。
通
常

事
業
は
基
金
を
造
成
す
る

こ
と
も
で
き
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
は
地
域
が
継

続
的
に
実
施
す
る
通
常
事

業
を
向
上
さ
せ
る
も
の
。

８
月
６
日
　
　

【
邑
南
町
】

◆
日
本
一
の子

育
て
村
構
想

平
成
24
年
で
の
18
歳
以

上
の
人
口
１
，
６
６
０
人

を
平
成
33
年
に
１
，８
０
０

人
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
。
中
学
校
卒
業
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

や
第
２
子
か
ら
の
保
育
料

の
無
料
化
、
予
防
接
種
費

用
の
全
額
助
成
・
不
妊
治

療
の
助
成
な
ど
、
子
育
て

に
関
す
る
思
い
切
っ
た

施
策
を
、
年
間
予
算
５
，

０
０
０
万
円
を
上
限
に
展

開
し
て
い
る
。

※
各
参
加
議
員
の
報
告
書
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※コ・モビリティ社会

子供からお年寄りまですべての

人が、自由に安全に移動ができ、

交流が容易で暮らしやすい創造

的・文化的な社会。

美濃市のまちづくり現地視察美濃市のまちづくり現地視察

花巻市企業活性化センターを視察

９ 行政視察報告



編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対
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特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

○
次
回
定
例
会
日
程

12
月
５
日（
木
）か
ら

12
月
19
日（
木
）ま
で
の

予
定
で
す
。

○
請
願
・
陳
情
の

　
　
　

受
付
に
つ
い
て

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕
12
月
定
例
会
で
は
、

『
11
月
27
日
（
水
）
の
午

前
中
ま
で
』と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
回
定
例
会
（
３
月
定
例

会
）
に
付
託
・
審
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

横
田　

省
吾

委　

員　

多
田　

伸
治

委　

員　

藤
間　

義
明

委　

員　

山
根
兼
三
郎

委　

員　

藤
田　
　

厚

議　

長　

河
野　

正
行

７
月
10
・
11
日
に
、
北

海
道
旭
川
市
で
開
催
さ
れ

た
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、

全
国
か
ら
約
２
，
７
０
０

人
を
超
え
る
市
議
会
議
員

が
集
ま
り
、
本
市
議
会
か

ら
も
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。第

１
部
の
基
調
講
演
で

は
「
地
方
議
会
改
革
」
と

し
て
、
　

西
尾
勝
氏
（
後

藤
安
田
記
念
東
京
都
市
研

究
所
理
事
長
）
か
ら
、「
開

か
れ
た
議
会
、
討
論
す
る

議
会
、
行
動
す
る
議
会
」

を
目
指
す
議
会
基
本
条
例

の
制
定
運
動
を
評
価
し
た

上
で
、
地
方
議
会
改
革
に

つ
い
て
、
短
期
、
中
期
、

長
期
の
課
題
に
分
け
て
問

題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。

江
津
市
議
会
に
お
い
て

も
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
て
、
す
で
に
５

年
の
歳
月
を
費
や
し
、
協

議
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
非
常
に
関
心
を

持
っ
て
聞
き
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
「
住
民
自

治
の
実
現
と
地
方
議
会
へ

の
期
待
」
と
題
し
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
地
方
議
会
こ
そ
『
住

民
参
加
』
の
た
め
の
装
置

で
あ
る
が
機
能
し
て
い
る

の
か
。」「
議
会
が
ど
ん
な

に
仕
事
を
し
て
も
、
住
民

に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
。」「
情
報
の
『
提

供
』
で
な
く
『
共
有
』
が

で
き
て
い
る
か
。」「
情
報

共
有
に
よ
り
政
策
の
サ
イ

ク
ル
を
つ
く
る
。
新
た
な

参
加
、
ア
イ
デ
ア
の
提
供

を
促
す
。」
な
ど
具
体
的

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
回
の
議
会
は
、
豪
雨

災
害
の
対
応
を
執
行
部
に

最
優
先
し
て
頂
く
た
め
、

一
般
質
問
や
決
算
認
定
な

ど
日
程
調
整
し
ま
し
た
。

本
来
で
す
と
一
般
質
問
も

数
名
の
議
員
が
致
し
ま
す

が
、
２
人
に
絞
り
、
な
お

且
つ
、
決
算
認
定
も
閉
会

中
の
審
査
と
し
て
、
配
慮

し
て
、
日
程
を
災
害
対
応

し
て
頂
き
ま
し
た
。
議
会

と
し
ま
し
て
も
災
害
の
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
藤
田　

厚
）

第
８
回
全
国
市
議
会
議
長
会

　

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
旭
川

　
　
　
　

～
議
会
の
機
能
強
化
に
向
け
て
研
修
～

※
各
参
加
議
員
の
報
告
書
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
長
室
に
絵
画
を
寄
贈

和
木
町
出
身
の
画
家　

佐
々
木
信
平
さ
ん

和
木
町
出
身
の
画
家

で
社
団
法
人
二
紀
会
の

常
任
理
事
を
務
め
る

佐
々
木
信
平
さ
ん
か

ら
、
ご
自
身
が
制
作
さ

れ
た
絵
画
を
議
会
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
風
羽
織
」と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
１
７
０
×

１
４
０
の
キ
ャ
ン
バ
ス

に
女
性
を
描
い
た
大
作

で
す
。

貴
重
な
財
産
と
し
て

議
長
室
に
飾
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

な
話
で
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
、
い
か
に
市
民
の

皆
さ
ん
と
議
会
の
つ
な
が

り
を
つ
く
る
か
が
課
題
と

思
い
ま
す
。

に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
第
30
回
江
の
川
祭
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